
V2.1.01 リリースノート（１）
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BRAINNX V2.0.02からのメジャーバージョンアップを行います。

機能の詳細は次頁以降を参照ください。

 複数部材種別選択・構造種別選択機能の追加 P.2～3

 3D検定比図の追加 P.4

 3Dビューにグルーピング設定色反映 P.5

 3Dビュー更新時の視点の維持、視点保存 P.5

 リードアイコンの強調 P.6

 一貫計算と同時にに躯体積算が可能になりました P.7

 プロジェクト選択画面で責任者の変更が可能に P.7

 結果CSVの直接出力が可能に P.8

 SNAPコンバーターで一本部材指定が可能に P.9

 解析ソルバーの更新 P.10

 移行上の注意点

バージョンアップに伴い、計算結果が変動するものがあります。

プロジェクトの途中でバージョンアップをされる場合は十分注意して

取り扱うようにしてください。

★：既存データの再計算で、結果が変わるもの

☆：新規作成建物から計算式が変わるもの



V2.1.01 リリースノート（２）
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複数部材種別選択・構造種別選択機能が追加されました
※3Dには反映されません

V2.0.02

見積連携用資料の作成時に不要な部材を非表示化

部材の削除やグルーピング解除等多数の機能で利用可能

V2.1.01

(例)柱・大梁・小梁
RC・S のみ表示

※選択解除はESCキー

万能壁や間柱などの部材名称が大梁と重なって見づらい

小梁とスラブだけ削除 という操作ができない

部材種別ボタン

構造種別ボタン

・全部選択or部材種別１種のみ選択が可能

・構造種別の選択は不可

・部材種別の複数選択が可能

・構造種別の複数選択が可能

1回目：構造種別解除
2回目：部材種別解除



V2.1.01 リリースノート（３）
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複数部材種別選択・構造種別選択機能が追加されました

（活用事例）

構造種別変更
（RC柱だけ選んでS柱に変更等が可能）

グルーピング割当・解除
（グルーピングの全部材一括解除も可能に）

部材削除

検定比図 複数入力された小梁上の壁の選択
（構造種別選択で、RC壁:RC,CB壁:S,万能壁:SRC ）

積載荷重の割り当て
（構造種別選択で、在来:RC,デッキ:S,万能床:SRC）

※全選択は

Ctrl+Aでも可能



V2.1.01 リリースノート（４）

4

断面検定比図に 3D ボタンが追加

 3D検定比図が追加されました。
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V2.1.01 リリースノート（５）

 3Dビューにグルーピング色が追加されました。  3Dビューの更新時に視点維持がされるようになりました。

視点保存ができるようになりました。

2Dのグルーピング色と連動

2D編集後に更新ボタンを押下

→視点を維持して更新される

3Dビュー・3D応力図・3D検定比図で

視点連動可能

3Dビュー 3D応力図 3D検定比図



V2.1.01 リリースノート（６）
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【リードアイコン】強調表示しました

素早く結果表示モードに切替えできます

一次設計結果図

• まず、薄く青色背景になっているアイコンをクリック

Windowに一次設計結果図関連のボタンアイコンが現れます
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一貫計算実行時、躯体積算が標準で☑となります プロジェクト選択画面において、責任者の変更が可能

になりました

編集可能に

V2.1.01 リリースノート（７）

建物選択画面で躯体数量を確認

プロジェクトのモデル修正履歴と
躯体数量の変動を把握しながら設計を
進めることができます

躯体積算の同時実行
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外部実行機能で実装されていた結果CSV出力機能が、外部実行機能を用いずに直接利用できるようになりました。

V2.1.01 リリースノート（８）

※結果CSVを計算エクセル等
に紐づけておけば自動でデー
タの更新が可能です。
（コピー＆ペースト等の作業
が不要に）

結果CSVの出力

CSV出力する項目をあらかじめ指定

☑を入れて、保存先を指定



V2.1.01 リリースノート（９）
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★ Hyperで自動分割される統合大梁の一本部材指定

V2.0.02で対応済
(ｺﾝﾊﾞｰﾀ v8.2.0.1)

V2.1.01で対応
(ｺﾝﾊﾞｰﾀ v8.2.0.2)

一本部材指定 → 塑性率の算定等において1本の梁として扱われる

ID11 ID14 ID12

直交大梁等があると

Hyper側で自動で生成される節点



V2.1.01 リリースノート（10）
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 解析ソルバーの更新

★解析ソルバーをHyperSD Ver.3.06(RC)からVer.3.06(R04)に更新しました。

★：既存データの再計算で、結果が変わるもの

☆：新規作成建物から計算式が変わるもの
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